
省エネルギーテーマ分類製造（金属・同製品）事業分類

１－１９－０２９平成１９年７月１７日認定日北海道札幌市地域

 (3) 凝縮器
　　高温高圧冷媒ガスはＲＨ用不凍液
    へ熱を放出して冷却され、凝縮液
   （液体冷媒）になります。この凝縮で
　　ＲＨ用不凍液が加熱されます。
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 (1) 蒸発器
　　低温冷媒は外気から熱を奪いながら
　　蒸発しガスになります。

 (2) 圧縮器
　　低温冷媒ガスは圧縮器で圧縮され
　　高温高圧冷媒ガスになります。

 (4) 膨張弁
　　高圧の液体冷媒は、膨張弁を通る
   ことにより急激に減圧されることで、
   低温になります。
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　ヒートポンプが運転するときに使用する電気量に対して、
　どれだけ熱を出力するかの倍率（能力係数）を示します。

１．図の説明

２．目標性能

 (1）入力電力　　2ｋｗ
 (2）出力熱量　　6kw
 (3)条　　　件　　外気温；－ 5℃
                      温水温；  40℃
 (4)　COP　　　　3.0

３．COP（Coefficient of Performance）？
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コア企業：㈱ヒルコ
（北海道札幌市）
・融雪装置の省エネ制御技術

・雨雪判別機能降雪センサの開発・

製造

・融雪システムの販売・施工

アングルトライ㈱
（北海道北広島市）
・ＭＴ法の技術（汎用分析ソフト等）
・ＭＴ法等のタグチメソッドのコンサ
ルティング能力
※ＭＴ法（多変量解析により正常と
異常の違いをパターン認識する）

省エネシステム、関連商品の開発

連携体の構成連携体の構成

ＭＴ法による雨雪判別機能開発

三菱電機㈱静岡製作所
（静岡県静岡市）
・外気熱利用融雪装置の応用技術

・外気熱利用融雪装置の製造

外熱利用融雪装置の提供

㈱西田組
（青森県青森市）
・東北地方での販売・施工能力能

力（青森融雪連絡協議会のネット

ワーク）

東北地域でのマーケティング

外気熱利用融雪装置

外気熱利用融雪装置の省エネシステム

○事業概要（新規性、市場性等）
・㈱ヒルコが開発した自動遅延機能付き降雪センサをベースに、アングルトライ㈱のＭＴ法を活用し
て雨雪判別機能付き省エネルギー降雪センサを開発し、三菱電機㈱が開発したヒートポンプ式融
雪装置を組み合わせて、省エネルギー融雪システムを開発・販売する事業。
・本システムの主な特徴は以下の２点である。
①最適ＣＯＰ制御他、ヒートポンプ式融雪装置専用機能を付加した、 雨雪判別センサによる省エネ
制御により電力消費量５０％減（施工面積３０㎡）。既存システムより４割安のランニングコスト。
②雨雪判別機能や自動遅延タイマー機能の付加、及び多変量解析のＭＴ法を用いて雨雪判別機
能の精度を向上させ、降雪が無い日の無駄な稼働を防止する。
※ＣＯＰとは運転に使用する電気量に対して、どれだけ熱を出力するかの能力係数。ＣＯＰ＝出力熱量／入力電気量

事業名： 外気熱利用融雪装置の省エネシステム及び関連商品の開発・販売

事業推進体制事業推進体制

技術指導

北海道立工業試験場

降雪センサの資材納入

㈱中央ネームプレート製作所

降雪センサの制御基盤納入

㈱大和電気北海道

支援予定メニュー支援予定メニュー

①補助金
②低利融資
③設備投資減税
④信用保証
⑤投資育成会社による出資

①補助金
②低利融資
③設備投資減税
④信用保証
⑤投資育成会社による出資

雨雪判別センサ センサ部



連携のきっかけ、特徴連携のきっかけ、特徴
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011-871-5530Ｆ Ａ Ｘ

北海道札幌市白石区米里３条２丁目５－６所 在 地

昭和５６年４月創 業

49名9,950万円資本金・従業員数

融雪機器製造業業 種

hiruko@hiruko.co.jpe - m a i l

株式会社ヒルコ 代表取締役 宮本 博史企業名 ・ 代 表者

・融雪機・屋根融雪システムをはじめ，灯油式・電気発熱線式ロードヒーティング事業を営んでいる

㈱ヒルコは、平成14～15年度に住宅用ヒートポンプ式融雪装置の研究を行い、融雪用に使用でき
る目処を立てた。
・ この経緯もあって、㈱ヒルコは、平成17年度から北海道電力㈱と三菱電機㈱との住宅用ヒートポン
プ式融雪装置の共同研究に融雪技術協力会社として実証実験に参加してきた。
・並行して新型降雪センサーの開発を進め、自動遅延機能付きの降雪センサーを平成１８年度から
発売を開始し、平成18年度から雨雪判別機能開発を行ってきた。このたび、雨雪判別の技術的目
処が立ったが、精度向上が必要不可避であることが判り、北海道立工業試験場との関係から、アン
グルトライ㈱に相談したところＭＴ法により精度向上が可能であることが判った。また、住宅用ヒート
ポンプ式融雪装置の実証試験から制御方式による融雪能力向上のため、引き続き三菱電機との
技術連携が必要となった。
・東北地域の市場拡大を考えると、青森融雪連絡協議会立ち上げでお世話になった、㈱西田組と連
携することが必要であることが判り連携した。

コア企業の会社概要コア企業の会社概要

ＰＲ等その他の情報ＰＲ等その他の情報

・雨・雪の分かれ目である外気温度0～3℃未満の範囲の降水量が冬期間の総降水量の5％以下のた
め、住宅向けで使用されている降雪センサーに雪・雨を判別する能力が不要と考えられていたが、
雪・雨の時間分布図にすると、外気温度0～3 ℃未満の範囲での発生割合は、札幌で13～24％、青森
市で18～30％と多く、雨雪判別の必要性があることが判る。
・ＭＴ法は、多変量（多要素）からなる現象について変数間の複雑な相関関係を全て包含した処理（統
計処理）を行い、正常状態との相違を検知し、相違する場合、原因がどこに在るかを瞬時に特定する
技術で、設備診断,画像のパターン認識等でその有用性が認められている。

http://www.hiruko.co.jp/

